
インストール

•インストレーションタスク概要（1ページ）

インストレーションタスク概要
Microsoft Hyper-Vのインストールは次の手順で構成されます。

HXデータプラットフォームインストーラの展開
Microsoft Hyper-V Managerを使用して HX Data Platformインストーラ展開し、HXデータプ
ラットフォームインストーラ仮想マシンを作成します。

手順

ステップ 1 CiscoソフトウェアダウンロードサイトからHXData Platformインストーラ.vhdx zip圧縮ファ
イルを検索してダウンロードします (例：
Cisco-HX-Data-Platform-Installer-v4.0.1b-33133-hyperv.vhdx.zip)

ステップ 2 ローカルコンピュータに zip圧縮フォルダを解答し、.vhdx ファイルを HXデータプラット
フォームインストーラをホストする Hyper-Vホストにコピーします。例：
\\hyp-v-host01\....\HX-Installer\Cisco-HX-Data-Platform-Installer-v4.0.1b-33133-hyperv.vhdx

ステップ 3 Hyper-V Managerで、Hyper-Vサーバのいずれかに移動します。

ステップ 4 Hyper-Vサーバを選択し、右クリックして、[新規>仮想マシンを作成]を選択します。Hyper-V
Manager新規仮想マシンウィザードが表示されます。
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ステップ 5 [始める前に]ページで、[次へ]をクリックします。
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ステップ 6 [名前とロケーションの指定]ページで、仮想マシン設定ファイルを保存する仮想マシンの名前
とロケーションを入力します。[Next]をクリックします。

最適なのは、VMを .vhdx ファイルに保管することです。（注）

ステップ 7 [世代の指定]ページで [第 1世代]を選択します。[次へ (Next)]をクリックします。第二世代を
選択する場合、VMが起動しない可能性があります。
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ステップ 8 [メモリの割り当て]ページで、起動時のメモリの値を 4096 MB に設定します。[次へ（Next）]
をクリックします。
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ステップ 9 [ネットワーキング設定]ページで、既存の仮想スイッチのリストからを使用する仮想マシンの
ネットワーク接続を選択します。[次へ（Next）]をクリックします。
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ステップ 10 [仮想ハードディスクの接続]ページで[既存の仮想ハードディスクを使用する]を選択し、.vhdx
ファイルが含まれるHyper-Vホストでフォルダを参照します。[次へ（Next）]をクリックしま
す。
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ステップ 11 [概要]ページで、表示されるオプションのリストが正しいことを確認します。[終了（Finish）]
をクリックします。
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ステップ 12 VMの作成後は、電源を入れて GUIを起動します。

a) VMを右クリックして [接続]を選択します。
b) [アクション >開始（Ctrl + S）]を選択します。
c) VMを起動したら、URL（VMの IPアドレス）をメモします。インストール時に以下の手
順に含まれるこの情報が必要です。

HX Data Platformインストーラでのスタティック IPアドレスの設定
VMのデフォルトのインストールでは、HXインストーラがDHCPを使用して IPアドレスを自
動的に取得します。起動するたびに同じ IPアドレスが設定されるようにするため、VMに静的
IPアドレスを割り当てることができます。

静的 IPアドレスを使用してネットワークインターフェイス（/etc/network/interfaces）を構成す
るには、次のコマンドを使用します。ネットワークに合わせて関連する設定を変更してくださ

い。
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ネットワークのガイドラインは次のとおりです。

• Active Directory (AD)に接続できる必要があります。

• Windowsインストール用に Hyper-Vインストーラから Hyper-Vホストに OSメディアをス
トリーミングするには、ネットワークを使用します。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

次のコマンドを実行します。ifdowneth0.ステップ 1 この手順により、静的 IP設定
を実行する前にインターフェ

イスがダウンしていることを

確認します。そうしないと、

インストールプロセス中に

TACのサポートが必要になる
問題が発生する可能性があり

ます。

警告

auto eth0 # eth0 interface
iface eth0 inet static # configures

お気に入りのエディタを使用して、環境

に合わせて

ステップ 2

static IP for the eth0 interface
/etc/network/eth0.interface metric 100

address XX.XX.XX.XX # Static IP addressファイルを編集します。たとえば、次の

行をファイルに追加します。
fr the installer VM
netmask 255.255.0.0 # netmask for the
Static IP address
gateway XX.XX.X.X # gateway for the
Static IP address
dns-nameservers XX.XX.X.XXX #DNS name
servers used by the HX installer
dns-search <DNS_Search_Name>.local #
DNS search domain name used by the
installer

変更を反映するため、ファイルを保存し

ます。

ステップ 3

次のコマンドを実行します。ifup eth0.ステップ 4

インストーラ VMを再起動します。ステップ 5

Hyper-Vクラスタの展開
Cisco HX Data Platformのインストーラをダウンロードして展開したら、次の手順を実行して
Hyper-Vクラスタを展開します。この手順の一部として、次のサブタスクも実行します。

• Cisco UCS Managerの設定
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• Hyper-Vのインストール

• Windows OSのインストール

•初期のクラスタの作成

始める前に

Hyper-Vクラスタを展開する前に、Windows 2016 Datacenter Editionの ISOまたはWindows
Server 2019 Datacenter-Desktop Experience ISOが使用可能であることを確認してください。

手順

ステップ 1 HX Data Platformのインストーラを起動してログインします。

ステップ 2 [ワークフローの選択（Select a Workflow）]画面で、[HyperFlex（FI）によるクラスタ作成
（Cluster Creation with HyperFlex (FI)）]をクリックし、UCS Managerに関する情報、ドメイン
情報、およびハイパーバイザのクレデンシャルを入力します。

値の例説明フィールド

[UCS Manager Credentials]

eng.fi356.abc.comUCS Managerの FQDNまたは
IPアドレス。

UCS Manager Host Name

adminUCS Managerの管理権限を持
つ管理者またはユーザーの名

前。

UCS Manager User Name

Xyz$1234UCS Managerのパスワード。Password

ドメイン情報

contoso.comHyperFlexクラスタの Active
Directoryドメイン名。

ドメイン名（Domain Name）
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値の例説明フィールド

hxadminプレインストールフェーズで

作成された HXサービスアカ
ウント。

HXサービスアカウントには、
クラスタに使用される組織単

位への完全なアクセス権が必

要です。

Active Directoryポリ
シーによって、HX
サービスアカウント

が、smb名前空間用に
作成されたコン

ピュータオブジェク

トでの

「servicePrincipalName
の書き込み」の有効

な権限を持つことを

確認してください。

（注）

HXサービスアカウント

Cisco 123HXサービスアカウントのパ
スワード。

[パスワード（Password）]

制限された委任

sphxadmin制約付き委任 (Constrained
Delegation)に必要です。ユー
ザはドメイン管理者である必

要があります。

[HXサービスアカウント（HX
Service Account）]

HXサービスアカウントのパ
スワード。

[パスワード（Password）]

次のいずれかのチェックボッ

クスを選択します。

制約付き委任 (Constrained
Delegation)は、VMライブマ
イグレーションに必要です。

制約付き委任 (Constrained
Delegation)を今すぐ設定する
か、または制約付き委任

(Constrained Delegation)を後か
ら設定します

次のスクリーンショットを参照して、このページのフィールドに入力してください。
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HX Data Platformのインストーラは、UCS Managerに接続し、HXクラスタの関連するサーバ
を取得して一覧表示します。また、HX Data Platformのインストーラは、UCSファームウェア
を検証します。

[続行（Continue）]をクリックします。
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ステップ 3 [サーバの選択（Server Selection）]ページの [関連あり（Associated）]タブと [関連なし
（Unassociated）]タブで、すべての関連付けられているサーバと関連付けられていないサーバ
をそれぞれ確認します。

[関連なし（Unassociated）]タブでは、既存のクラスタに任意のノードを追加できます。

[関連あり（Associated）]タブでは、既存のクラスタからサーバの関連付けを解除できます。

次のスクリーンショットを参照して、このページのフィールドに入力してください。
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[続行（Continue）]をクリックします。

ステップ 4 [UCSMの設定 (UCSM Configuration)]ページで、次のガイダンスに従って、VLAN設定、MAC
プール、および Cisco IMCアクセス管理（アウトオブバンドまたはインバンド）のサブセク
ションに入力します。

a) [VLANの設定（VLANConfiguration）]：4つ以上のVLANが必要です。また、各VLANは
異なる IPサブネット上にあり、ファブリックインターコネクトから接続しているアップ
リンクスイッチまで拡張されている必要があります。これにより、プライマリファブリッ

クインターコネクト（ファブリックA）から下位のファブリックインターコネクト（ファ
ブリック B）にトラフィックを確実に転送できるようになります。

この画面に値を入力するには、次の表と図を参考にしてください。

使用方法VLAN IDの例VLAN名の例

Hyper-VおよびHyperFlexVM
の管理

10hx-inband-mgmt

HyperFlexのストレージトラ
フィック

20hx-storage-data

Hyper-Vライブマイグレー
ションネットワーク

30hx-livemigrate

VMゲストネットワーク100,101vm-network

VLAN1を使用すると、分離レイヤ2によって問題が発生する可能性があります。

vm-networkには、複数の VLANをカンマ区切りのリストとして追加できます。

（注）

b) [MACプール（MACPool）]：次の表と図を使用して、残りのネットワーク設定の指定を完
了します。
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値の例説明フィールド

00:25:b5:xxHXクラスタのMACアドレ
スプールは、HXのインス
トーラによってUCSManager
で設定されます。MACアド
レスプールがレイヤ 2環境
の他の場所で使用されていな

いことを確認します。

MACプールのプレフィック
ス

10.193.211.124-127HyperFlexノードのアウトオ
ブバンド管理に使用されるIP
アドレスの範囲。

IPブロック

255.255.0.0アウトオブバンドネットワー

クのサブネットマスク。

サブネットマスク（Subnet
Mask）

10.193.0.1アウトオブバンドネットワー

クのゲートウェイアドレス。

Gateway

ステップ 5 外部ストレージを追加する場合は、次のガイダンスを使用します。

a) 以下のフィールドに記入して iSCSIストレージを設定します。

説明フィールド

チェックボックスをオンにして iSCSIスト
レージを設定します。

[iSCSIストレージの有効化]チェックボック
ス

プライマリファブリックインターコネクト

（FI-A）で、iSCSI vNICに関連付けらてい
る VLANの名前。

VLAN A名（VLAN A Name）
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説明フィールド

プライマリファブリックインターコネクト

（FI-A）で、iSCSI vNICに関連付けらてい
る VLANの ID。

VLAN A ID

下位のファブリックインターコネクト

（FI-B）で、iSCSI vNICに関連付けらてい
る VLANの名前。

VLAN B名（VLAN B Name）

下位のファブリックインターコネクト

（FI-A）で、iSCSI vNICに関連付けらてい
る VLANの ID。

[VLAN B ID]

b) 以下のフィールドに記入して FCストレージを設定します。

説明フィールド

FCストレージを有効にするには、チェック
ボックスをオンにします、

[FCストレージの有効化]チェックボックス

WWノード名およびWWポート名の両方を
含むWWNプール。それぞれのファブリッ
クインターコネクトに対し、WWPNおよび
WWNN用のWWxNプールが作成されます。

[WWxN Pool]

プライマリファブリックインターコネクト

（FI-A）の VSANの名前。

デフォルト—hx-ext-storage-fc-a。

VSAN A名（VSAN A Name）

プライマリファブリックインターコネクト

（FI-A）のネットワークに割り当てられた
一意の ID。

UCSまたは Hyperflexシステムで
現在使用されているVSANIDを入
力しないでください。UCSゾーニ
ングを使用してインストーラで既

存の VSAN IDを入力する場合、
ゾーニングはVSANIDの既存の環
境で無効になります。

注意

VSAN A ID

下位のファブリックインターコネクト

（FI-B）の VSANの名前。

デフォルト—hx-ext-storage-fc-b.

[VSAN B Name]
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説明フィールド

下位のファブリックインターコネクト

（FI-B）のネットワークに割り当てられた
一意の ID。

UCSまたは Hyperflexシステムで
現在使用されているVSANIDを入
力しないでください。UCSゾーニ
ングを使用してインストーラで既

存の VSAN IDを入力する場合、
ゾーニングはVSANIDの既存の環
境で無効になります。

注意

VSAN B ID

ステップ 6 [ハイパーバイザの設定（HypervisorConfiguration）]ページで、次のフィールドに入力します。

値の例説明フィールド

[ベアメタルの設定（Bare metal configuration）]

デフォルトでは、ベアメタルノードへのWindows OSのイン
ストール用に [ハイパーバイザ（Hyper-V）のインストール
（Install Hypervisor (Hyper-V)）]チェックボックスが選択され
ています。[参照（Browse）]をクリックし、ISOファイルを
選択してアップロードします。または、ISOファイルをその
エリアにドラッグアンドドロップします。

[ハイパーバイザ（HYPER-V）
のインストール（Install
Hypervisor (Hyper-V)）]

次のいずれかのオペレーティングシステムをインストールで

きます。

• Windows Server 2016 Datacenter（デスクトップエクスペ
リエンス）

• Windows Server 2016 Datacenter（CORE）

• Windows Server 2019 Datacenter（デスクトップエクスペ
リエンス）

[インストールするオペレー
ティングシステムの選択

（Select the operating system you
want to install）]

共通ハイパーバイザ設定を行う

255.255.255.0ハイパーバイザホスト管理

ネットワークのサブネットマ

スク

Subnet Mask

10.101.251.1ハイパーバイザホスト管理

ネットワークのデフォルト

ゲートウェイ

Gateway
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値の例説明フィールド

10.99.2.200,10.992.201ハイパーバイザホストがメン

バーを外れるADのDNSサー
バのカンマ区切りリスト。

DNSサーバ

Hypervisor Settings

10.101.251.41各ホストの管理 IPアドレス

チェックボックス

[IPアドレスとホス
ト名を連続させる]
のチェックをオンの

ままにする場合、イ

ンストーラが残りの

サーバを最初から連

続的に自動入力しま

す。

（注）

スタティック IPアドレス

HX-Hypv-01各ホストのホスト名Hostname

[続行（Continue）]をクリックします。

ステップ 7 HX Data Platformの展開

値の例説明フィールド

ドメイン情報

contoso.comクラスタが含まれる Active
Directoryドメイン。

ドメイン名（Domain Name）

hxadminプレインストールフェーズで

作成された HXサービスアカ
ウント。

Active Directoryポリ
シーによって、HX
サービスアカウント

が、smb名前空間用に
作成されたコンピュー

タオブジェクトでの

「servicePrincipalName
の書き込み」の有効な

権限を持つことを確認

してください。

重要

HXサービスアカウント
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値の例説明フィールド

HXサービスアカウントのパ
スワード。

[パスワード（Password）]

制限された委任

制約付き委任 (Constrained
Delegation)に必要です。

HXサービスアカウントとパ
スワード

HXサービスアカウントが提
供されている場合は、チェッ

クボックスをクリックしま

す。

制約付き委任に HXサービス
アカウントを使用します。

ユーザは、ドメイン管理者で

ある必要があります。

HXサービスアカウントを使
用します。

次のいずれかのチェックボッ

クスを選択します。

制約付き委任 (Constrained
Delegation)は、VMライブマ
イグレーションに必要です。

制約付き委任を後で設定する

には、ライブ移行と VMネッ
トワークの静的 IPアドレスの
設定で説明している手順を使

用します。

制約付き委任 (Constrained
Delegation)を今すぐ設定する
か、または制約付き委任

(Constrained Delegation)を後か
ら設定します

高度な属性（Advanced Attributes） (オプション)

dc.contoso.comインストールに具体的に使用

するドメインコントローラの

FQDN。

ドメインコントローラ

OU=HyperFlex, DC = contoso、
DC = com

インストール前の段階で作成

した OUをここで使用できま
す。その後、OUは Active
Directory内の HXノードの
ホームになります。

Organization Unit

ハイパーバイザのクレデンシャル

インストール

19

インストール

Hyper-Vクラスタの展開

b_Cisco_HyperFlex_Systems_Installation_Guide_for_Microsoft_HyperV_4_0_chapter5.pdf#nameddest=unique_24
b_Cisco_HyperFlex_Systems_Installation_Guide_for_Microsoft_HyperV_4_0_chapter5.pdf#nameddest=unique_24
b_Cisco_HyperFlex_Systems_Installation_Guide_for_Microsoft_HyperV_4_0_chapter5.pdf#nameddest=unique_24


値の例説明フィールド

デフォルトのユーザ名/パス
ワード：administrator/Cisco123

システムは、デフォ

ルトのパスワード

[Cisco123]で出荷さ
れますので、インス

トール中にこれを変

更する必要がありま

す。ユーザーが入力

した新しいパスワー

ドを指定しない限

り、インストールを

続行できません。

重要

Hyper-Vホスト上のローカル
管理者ユーザ名。

[ハイパーバイザローカル管理
者ユーザ名（Hypervisor Local
Administrator User Name）]

[Continue]をクリックします。

ステップ 8 [IPアドレス（IPAddresses）]ページで、次の表を使用して、このページのフィールドに入力し
ます。

値の例説明フィールド

Cisco HX Cluster

HX-EAP-01データストアの FQDNとして
使用するクラスタ名。

クラスタ名（SMBアクセスポ
イント）

3（デフォルト値）HXストレージクラスタ間で
の冗長データレプリカの数を

選択します。オプションは、2
または 3です。これは、クラ
スタの作成後は変更できませ

ん。稼働ワークロードには 3
を推奨します。

レプリケーションファクタ

Windowsフェールオーバーク
ラスタのための名前。

フェールオーバークラスタ名

Controller VM

Create Admin Password

[管理者パスワードの確認
（Confirm Administrator
Password）]

System Services

インストール

20

インストール

Hyper-Vクラスタの展開



値の例説明フィールド

10.99.2.200、10.99.2.201DNSサーバのカンマ区切りリ
スト。

DNSサーバ

dc1.contoso.com、
dc2.contoso.com

コントローラ VMはWindows
Active Directoryと同期してい
る必要があるため、時間同期

用の ADドメインコントロー
ラを指す必要があります。

NTPサーバ（NTP Servers）

contoso.comActive Directoryのドメイン
名。

DNSドメイン名（DNSDomain
Name）

HXコントローラがレポートで
使用するタイムゾーン。

タイムゾーン（Timezone）

自動サポート

Cisco Supportへの HXクラス
タのテレメトリデータの出荷

の自動サポート。

コネクテッドサービスの有効

化

email_addressシスコに送信されたチケット

のコピーを受信する電子メー

ルアドレスまたはエイリア

ス。

サービスチケットの送信先

高度なネットワーキング

管理ネットワークに使用され

る VLAN ID。これは、前の管
理ネットワークのインストー

ルプロセスで使用したものと

同じである必要があります。

管理VLANタグ

管理ネットワークに使用され

る VLAN。これは、前のデー
タネットワークのインストー

ルプロセスで使用したものと

同じである必要があります。

データ VLANタグ

高度な設定
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値の例説明フィールド

ホスト vSwitchと vNIC、およ
び各ストレージコントローラ

VMのストレージデータネッ
トワークのMTUサイズを設定
します。デフォルト値は 9000
です。

ジャンボフレームがストレー

ジ VMに接続されたリンク上
で動作していることを確認し

てください。

データネットワーク上でジャ

ンボフレームの有効化

ストレージクラスタに追加さ

れたすべてのノードから既存

のデータおよびパーティショ

ンをすべて削除します。保持

する必要があるデータは、

バックアップする必要があり

ます。既存のデータおよび

パーティションを削除するに

は、このオプションを選択し

ます。

これは、手動で準備された

サーバ用です。工場で準備さ

れたシステムにはこのオプ

ションを選択しないでくださ

い。工場で準備されたシステ

ムのディスクパーティション

は正しく設定されています。

ディスクパーティション

VDIのみの環境を設定しま
す。ストレージクラスタの作

成後に VDI設定を変更するに
は、リソースをシャットダウ

ンまたは移動し、変更を加

え、クラスタを再起動しま

す。

[VDI]

Hypervisor Settings

インストール前の手順で完了

します。

プライマリDNSサフィックス

インストール
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値の例説明フィールド

Hyper-Vホストにサフィック
スを追加する必要がある場合

は、このフィールドに入力し

ます。

追加の DNSサフィックス

このページの各フィールドの入力例として、下の図を参照してください。

ステップ 9 [Start]をクリックして、導入を開始します。[進行状況 (Progress)]ページには、構成タスクの
進行状況が表示されます。開始、展開の検証、展開、検証の作成、クラスタの作成。

インストール
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ベストプラクティス

Microsoft Hyper-Vインストールを使用した Cisco HyperFlexの一般的なベストプラクティスを
次に示します。

• CiscoHyperFlexに関しては、Windowsシステムの更新をアウトオブバンドで実行しないで
ください。

• Windows Update (WU)の動作を設定するためにグループポリシー設定を使用している場合
は、CiscoHyperFlexによって設定されたデフォルト設定を上書きしないようにしてくださ
い。更新を自動的にダウンロードし、スケジュールにインストールするように指定するポ

リシーを設定しないでください。

デフォルトでは、CiscoHyperFlexは自動更新を無効にします。AU
オプションの値は 2に設定されています：ダウンロードとインス
トールの通知。Windows updateの設定の詳細については、
「Windows更新設定の管理」を参照してください。

（注）
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https://docs.microsoft.com/en-us/windows/deployment/update/waas-wu-settings
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